警官A：メルヴィンが逃げた、刑務所から逃げた！
警官B：なんて野郎だ！
警官C：一杯の植木に ライトを当てろ
スパイディ：私はメルヴィンを探すために街の半分を広げたが
　　　　　　クモ感覚は反応していない

"パラフィーノの蝋人形館"

パラフィーノ：早く中へ！ここなら見つからんぞ？
　　　　　　　レッド・ドッグ・メルヴィンっと…
              スパイダーマンを捕まえるのに必要な獲物だ
　　　　　　　もし見つかれば…
　　　　　　　ワタクシ、パラフィーノが！
　　　　　　　再び有名になる！
              ワタクシの主な魅力はスパイダーマンなのだ
              ハハハハハハ！

”パラフィーノのモデル”

スパイディ：おかしいな この辺りのはずなんだけど
　　　　　　クモ感覚が反応しない
            それにレッドドッグの姿が無い
            まるで野良猫のようだ・・・
　　　　　　ねむれない夜になるね、
　　　　　　クモ感覚の調子が悪いのかも。
　　　　　　ひと眠りしよう。
　　　　　　まず先に、デイリービューグルに入ろう

ジェイムソン：こんな忙しい中、ピーター・パーカーはどこだ！
（ピーターパーカーのあくび）

ピーター：誰か私の事を呼ばなかった？
ベティ：ジェイムソンさんが呼んで…
ジェイムソン：目があるな ミス・ブラント、目がある！
              パーカー！連絡をとろうと思ってたんだ！
　　　　　　　若いのに今まで寝てたのかね？
ピーター：うう、眠くて…アイデアが浮かばないよ…
          ところでレッド・ドッグ・メルヴィンの事ですが 何かわかりました？
ジェイムソン：たっぷりとな！やつは42番街の近くで見られた！
　　　　　　　カメラを持って直行しろ！大急ぎで！

ベティ：んー、これ、偶然ではないわね。
ピーター：なんて？
ベティ："レッド・ドッグ・メルヴィンの実物大の蝋人形"
ピーター：42番街にあるパラフィーノの蝋人形館まで
          まあ変な事じゃなければいいが、
　　　　　じゃあまたね ベティー！
ベティ：どこへ行くの！？
ピーター：蝋人形館を訪ねてくる、スパイダーマンとしてだけど…

スパイディ：ああ、クモ感覚が反応してる！今度は時間に気を付けなくちゃ…
　　　　　　玄関なんて使いたくないね、特に招待されてないとき

壁に登ったスパイダーマン、窓を見下ろした時、驚きました。

スパイディ：これは驚いた、ほんとうにあった！

           メルヴィンも見てるだろう
           ちょっとまってよ・・・
　　　　　 あれは宣伝されたパラフィーノの蝋人形かも！
           よくは知らないんだけど、もしこれが本物だったら…
パラフィーノ：大正解だ、スパイダーマン…本物だよ！
　　　　　　　ワックスで塗り立てて アニメのように止めているのだ
　　　　　　　ワタクシはパラフィーノ
　　　　　　　蝋人形で世界征服を企む男だ
スパイディ：キミがパラフィーノなら、あれは誰？双子のお兄さん？
パラフィーノ：自画像とでもいったところか…
　　　　　　　しかしキミは、私の最高傑作になるだろう！
スパイディ：OK、そっちがその気なら！
            なんだこれ‥‥と…取れない！
パラフィーノ：どのように始末しようかね、スパイダーマン
　　　　　　　キミは君自身の台を見つけた…ハハハハハ！

Bパート

ジェイムソン：ここにパーカーがいないのがわかる
              ワシは知りたい、どこにいる！
ベティー：レッド・ドッグ・メルヴィンを探しに蝋人形館に向かったのでは？
ジェイムソン：探しに行っただと？ヤツは記者じゃない、カメラマンだ！
              なにをもたもたしとる、連れ戻してこい！
パラフィーノ：すぐ不死身にしてやるよ、スパイダーマン
スパイディ：誰だか見てきて、待ったりはしないけど
パラフィーノ：待ってなさい、スパイダーマン
　　　　　　　キミも私のワックスから離れられません

ベティー：なんて不気味なところなの・・・

パラフィーノ：蝋人形館は休みだ

ベティー：はっ、うわあっ！！あなたが蝋人形の展示を開いてる1人なのね？
パラフィーノ：新しい展示物は明日に延期だ
ベティー：いえ、展示物には興味ないんです。
　　　　　あ、あの、ピーターパーカー見ませんでした？
　　　　　デイリービューグルに勤務しているフリーのカメラマンでして

スパイディ：さて、足も・・・
         　 ヒュー、ワックスの力ってすごいなぁ！
            これは私にとって最後のチャンスだ
　　　　　　さあ、上がり続けて、コルクみたいに引っ張るんだ！
　　　　　　パラフィーノはきっと、お客さんを蝋人形にしちゃうかも！

ベティー：ピーターパーカーはここにいると思いましたので…
　　　　　まあ、ここに立ち寄るとは言ってましたが…
　　　　　んー、さらにいうと・・・

パラフィーノ：何度いったら気が済むんですか？
　　　　　　　ピーターパーカーなんて人はここには来ておりませんよ？
ベティー：絶対にいます！ピーターが来るまで待ってますから！
パラフィーノ：貴様を蝋人形にしてやる！

スパイダーマン：やった！……来るぞ！（ドアが開く音）
　　　　　　　　おっかえり～！

ベティー：あっ！スパイダーマン！

パラフィーノ：もう一手だ、スパイダーマン！
　　　　　　　この女をホットワックスに投げ込んでやる！

スパイダーマン：いい子だ！命中したぞ！

パラフィーノ：キミのクモの巣ではワックスは役に立たん！

スパイダーマン：スパイダーマン、避けて！

"パラフィーノがワックスを投げた！そしてワックスはナイフになり、"
"ベティーは悲鳴を上げた！"

スパイディ：ベティー！警察を呼べ！

"ベティーは逃げたが、"

パラフィーノ：ん！

”パラフィーノに気づかれた”

スパイディ：ベティー！伏せろ！
”しかし遅かった、ベティーは動けなくなった！”
（パラフィーノの笑い声）

キミとの争いが終わった頃には、
彼女は素敵な蝋人形になっているだろう。
（スパイディは蜘蛛糸を使って、機械でワックスを溶かした）
パラフィーノ：蜘蛛の巣は役に立たんと言ったはずだ！

ベティ：スパイダーマン・・・！
　　　　あの人、溶けてるわ？

パラフィーノ：あ 熱すぎる・・・熱すぎるぞー！
　　　　　　　ワックスの熱制御の電源を入れられたに違いない！

スパイダーマン：まさか彼がワックスになるなんて…

ベティー：はぁー、自由よー！
　　　　　あの人も？

スパイダーマン：あんたもワックス？

パラフィーノ：いいや 違う、私が本物のパラフィーノだ！

スパイダーマン：じゃあ これはなに！？

パラフィーノ：それは私が作り上げた蝋人形だ

スパイディ：ベティー警察を呼んで！急いで！

パラフィーノ：行かせんぞ！

（タイミング通りドアを閉めるベティー！）

パラフィーノ：心配ない、彼女が戻ってきたら キミはいない

スパイディ：友達は？

パラフィーノ：うう！！

スパイディ：1つの価値で２つのようなものはない

ベティー：”レッド・ドッグと友達の鼻づらだ 親愛なる隣人スパイダーマンより”
ジェイムソン：スパイダーマン！なぜいつも彼の仲間に加わる？
            　パーカーはどこだ？
ベティー：知りませんよ、でも手紙は残してました
ジェイムソン：『キミは正しい、"寝る子は育つ"ってこと
　　　　　　　　暫くお昼寝するよ ピーターパーカー』
               まったく困った若者だ！
               仕事があればいつも"寝る"！

End